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 研究主題  確かな計算力と考える力を育てる算数の授業づくりを探る  

 

１ 題材名  おもしろい計算 

２ 研究主題について 

 算数の授業を通して、自分で問題を見つけ、自ら学び、考え、判断し、行動していくこ

とができる「確かな力」をつけていきたい。そして、算数が好き、考えることが好きとい

う子どもたちにしていきたい。「あれっ！」「おかしい！」「なぜかな？」「へぇ～！」

「なるほど！」といった気持ちが生まれてくる場面を創っていきたい。また、子どもたち

自らが「問い」を持ち、積極的な関わりを持ちながら学習を進めていく授業を目指してい

きたい。そのような授業はどのように創っていったらよいのか、その授業づくりのあり方

を探ろうと本主題を設定した。 

⑴ 計算の習熟を図る中から、新しいものが見えてくる楽しさを味わう 

  計算を速く正確にできるようにするだけが目的ならば、方法を知識として伝達すればよ

いし、繰り返し練習していけばよい。しかし、算数の楽しさを味わいながら考える力、あ

るいは、豊かな見方・考え方を育てていく授業を創っていきたいと考えている。そこで、

計算の習熟を図る活動の中から、新しいものが見えてくる展開を考えた。 

⑵ きまりを発見する楽しさ、問題を広げる楽しさが味わえるようにする。 

 右のような「おもしろい計算⑴」を行う。            おもしろい計算⑴ 

 どのような数を選んでも答えの十の位と一の  ① 好きな２桁の数を選ぶ    39 

位の数字の和が０か９（９の倍数）になる。   ② 十の位の数字と一の位の   93 

 かけ算で９の段の学習をしていれば、このよ   数字とを入れ換える。 

うなきまりが発見できると、算数の楽しさを味  ③ 大ー小（①と②の数で）93ｰ39=54 

わうことができる。 

 これは同時に、そうならなければ計算に間違          おもしろい計算⑵ 

いがあることがすぐ捉えられ、教師は「ちょっ  ① 好きな３桁の数を選ぶ    395 

とおかしいところないかな？」と即座に指導に   数字とを入れ換える。 

生かすことができる。             ② 百の位の数字と一の位の  594 

 一方、「次に考えたい問題がわかるかな？」   数字とを入れ換える。 

と問題を広げる楽しさを引き出す発問をして、  ③ 大ー小（④と⑤の数で） 

右のような「おもしろい計算⑵」を考える場を              593ｰ395=198 

設定する。 

  今度は、どの計算の答えも十の位の数字は９で、百の位と一の位との和はいつも９にな

る。一見難しそうであるが、２桁のときと同じように考えていけば比較的容易に発見する

ことができる。このような活動を通して、活用する力を育てることができると共に、算数

の楽しさを味わうことができる。 
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３ 指導計画 

 本時は「ひき算」の単元で扱うことができるが、ここでは特設時間として設定した。 

４ 本時の指導 

⑴ 目 標 

〇 「おもしろい計算」を行う活動を通し、２位数、３位数同士の加法の計算の習熟を図

 ると共に、きまりを見つける楽しさを味わうことができる。 

⑵ 展 開 
 

    学   習   活   動    指 導 上 の 留 意 点 

 １ 「おもしろい計算⑴」で計算練習をす   〇「例えば～」として、数題みんなで計 

  る。                   算しながら、「おもしろい計算⑴」の 
  

  「おもしろい計算」にチャレンジしよう！ 

 

やり方の理解を図ると共に、計算の習

熟の度合いについて把握する。 

 例）① ９６ ② ５４ ③ ８１     〇何か気づいたことがあったらメモして

    ー６９  ー４５  ー１８     おくように指示し、その習慣化を図る。

     ２７    ９   ６３ 

                                         〇｢へぇ～!｣が「へぇ～！」になるように、

 ２ 「おもしろい計算⑴」のおもしろさに    きまりをみんなで見つけていく過程を 

  ついて考える。              大切にしていく。 

  ・十の位と一の位の数をたすと９になる  〇試行錯誤でも自分で動き出した子ども

  ・同じような数が出てくる。        を捉えて認めていく。 

  ・答えが９の段の九九の答えになる 

 

 ３ 「おもしろい計算⑵」を行う。      〇「おもしろい計算⑵」のやり方の理解 
  

  「おもしろい計算⑵」にチャレンジしよう！ 

 

を図る。「例えば～」として、数題

みんなで計算しながら「おもしろい

計算⑵」のやり方の理解を図ると共 

 例）① ７５３ ② ９５４ ③ ８７１   に、計算の習熟の度合いについて把握

    ー３５７  ー４５９  ー１７８   する。 

     ３９６   ４９５   ６９３  〇「おもしろい計算⑴」の方法を活用し

                                          ている子どもがいたら、認めていきた

                                          い。 

   ･(7-3)×9   ･(9-4)×9  ･(8-1)×9    〇「なぜこんなことが言えるのかな？」 

   ･(7-3)×99  ･(9-3)×99 ･(8-1)×99    「４桁だったらどうかな？」と考えて 

  ・百の位と一の位の数をたすと９になる   みようとする子どもがいたら、認めて

  ・十の位の数字はいつも９になる      いきたい。 

  ・答えが９の段の九九の答えになる 
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